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2AalO 　UreibaCiUus　thermosPhaericus を用 い た木質系バ イ

　オ マ ス 加水分解液 の発 酵阻 害 物質 除去
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【目的 】木質系バ イ オ マ ス か らの バ イ オ エ タ ノール 生産に お い て 、酸や 熱 に

よ る 加 水分解 液に 含 まれ る 発酵 阻害 物質の 除 去は 重要 な課題の
一

つ で あ

る。本研究で は 従来の 過剰石 灰処理 （〔，verliming ） に代 わ る 方法 と し て 、
リグ ニ ン 分解能が 確認 さ れて い る 好熱性細tt　L「r”ibac・iti・us’　thetvaosPhaet’i．ft’ttsを
用 い た生物処理 を試み た．
【方法お よび 結果】建設廃木材 の ヘ ミセ ル ロ

ー
ス を希硫酸で 加 水 分 解 して 得

られ た糖液 に対 しし
「．　thet，mosPhaerieus を2．4　g−dry　celUt を加 え 5D

’
C で 24　h

好 気的に処理 した。処理後の 加 水分 解液 を用 い る と、S’rtf／clta・romvc ．es　ce・re’visine’
rJ　1 の 比増殖速度 お よびエ タノ

ー
ル 比 生産速度 は overliming と同 等 まで 向

上 し た。本 菌は糖 の 資化性 を持たない ため 糖の ロ ス ，Soverlimingよ F）小 さ

か っ た，フ ル フ ラ
ー

ル とヒ ドロ キ シ メ チル フル フ ラ
ー

ル を添加 した 模 擬 糖

液 を 本菌で処理 し LC −MS 分析 した とこ ろ 、それ ぞれの アル デヒ ト基が 酸化

され た カ ル ボ ン 酸が検 出された．一方、廃木材加水分 解液で は これ ら フ ラ

ン 類 の 減少が 小 さ く、ー な有機酸 もほ とん ど減少 しなか っ た こ とか ら、〔．tt．
thetwnosPitaerictas

’
処理 に よ るエ タ ノ

ー−Jv生産の 向上 に は リグニ ン 由来の フ ェ
ノ ール性化合物の 畩少 も寄 ケして い る こ とが示 唆 された．

2Aal1 　低濃度 コ ハ ク 酸含有発酵液 を対 象 と した リカ ラ イ

　 ト膜に よ る エ タノ ール の 濃 縮
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【N 的】 E 油 代督え 液 休 エ ネ ル ギ ー資 源 あ るい は基 幹化 学原 料 とな る ア ル

コ
ー一

ル 類 の 生 産 の 原 料 と して 、バ イ オマ スの 積極 的な 活用が 不可欠で あ る。
パ イ オ エ タ ノ

ー
ル の 省 エ ネ ル ギー一型 蒸留代 替技 術 と して 疎水性 シ リカ ラ イ

ト膜 を用 い る分 離法が 注 冖 され て い る が 、そ の 分離性能は 、発酵副 産物の

コ ハ ク酸 に よ っ て 者 し く低 ドす る。本研究で は 、コ ハ ク 酸含有量を抑制 し

た 発酵液 を対象 とす る こ と に よ ワ、分離膜性能の 劣化を軽減 した バ イオ エ

タ ノー一ル の分離
・
濃縮技術の 確立 を目的 と して い る．

【方法 お よ び 結果】C 癖面 わマ‘癬 IA −1株 を用い て 、グル コ
ー

ス 12％ （w ／w ＞．
コ ーン ス テ ィ

ープ リ カー（GSI ．）0．5％ （w ！w ）、ペ プ トン 0．2％ （w 〆w ）か ら成 る 培

地 で エ タ ノール 発酵液 （コ ハ ク酸0．Ol ％w ！w 、エ タ ノ ール 5、8％w ！w 〕を調製

した 。そ の 発酵 液をpH 　4．5 に 調整 し て供給 し た場 合の 分離膜性能 は、エ タ

ノ
ー

ル t水 一2成 か 系 の場合 と比較 して 、透過流束 が 43 ％ とな り、透過 エ タ

ノ
ー

ル 濃 度 の 低 トは 9ポ イ ン トに と ど ま り、パ ン 酵母 を利用 した 発酵液を

供給 した 場 合 よ りも、分離性能劣化の 程度は 大 き く改善 した n また 、発酵

液の 活 性 炭 に よ る吸 着 処 理 に よ っ て 、透過 エ タ ノ ール濃 度の 低下は な く、
透 過流 束 が56％ とな り、さ ら な る改 善効果が 認め られ た 。培地 調製に 用い

る〔：SI．や ベ フ
．
トン は 分 離膜性能 に負の 効果を 及ぼ し、それ らの 添加 前 と比

較 して 、透 過 流 束お よび 透過 エ タ ノール 濃度 は各 々 15− 20％ 、9 ポ イ ン ト

低 下 す る こ とも明 らか とな っ た 。
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O 服 部 佑
1，松III彰収

’a，山 本 浩 明
？，橋本 義輝

S，小林 達 彦
S，

　四原 宏 史
L

（
1
茨 左院 ・

農
・
資生科，2ダ イ セ ル 化学 ・総研，s筑波大院 ・

　 生 命環 境 1

【凵的 】持続可 能な 発展の た め に は既存の 物質生産プ ロ セ ス か ら、よ り環境

負荷 の小 さ い プ ロ セ ス へ と転換す る こ とが 重要で ある。本研究で は環境負

荷 物 質 を 生 じ な い 水 素酸化 反 応 をバ イ オプ ロ セ ス の 反応駆動力 と して 利用

す る こ とを 目 的 とし、NAD 還 元 型 ヒ ドロ ゲ ナーゼ を もつ R ．　oPacus 　MR −ll
株 へ の NADH 依 存 型 ア ル コ ール 脱水 素酵 素の 導入 に よ る水素利用微生物

触媒 の 開 発 を検 討 した tt
【方法 と結 果 】Rhodococt／Tts−E．　col』シ ャ トル ベ ク タ ー

pREITI9 を 利用 して 、
MR −ll 株 に お け る k

’
tu）lverom

）
lttes 　 　 1α 燃 由 来 〔R ）−2．3−butanediol

dehydrogenase（KLB ＞の 発現 を 試 み た。　KLB 遺 伝 子上 流 に SD 配列 を付加 す

るた め の プラ イ マ
ー

を使 用 し、PCR に よ っ て KLB 遺伝 丁の
一』

部 を増幅 し

た ．増幅断 片
．
の シ

ー
ク エ ンス を確

N
した 後、完全 長 の KLB 遺伝 了を編集 し

て 同 シ ャ トル ベ ク タ
ー

に 導入 す る こ とで 、組 換 え プ ラ ス ミ ドを構築 し た ．
エ レ ク トロ ポレ

ー
シ ョ ン に よ るMR −1］株 へ の 導 入 を 行い、形質転換体 を コ

ロ ニ
ーPCR に よ り選抜 した 。現 在、誘 導 条 件 の検 討 を進 め て い る。ま た 、

疎水性基質 の 微生物変換 へ の 適用 を検討す るた め 、MR −ll株 の 有 機 溶 媒耐

性 に つ い て 調 べ た 。
な お、本研究 は経済産業省の 産業科学技術プ ロ ジェク ト 「微生物機能 を活

用 し た 高度製造基盤技術開発 」 の
一

環 として 行わ れ た。
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【目的 】高温 ・高圧 条件 と い っ た エ ネ ル ギ ー消 費 型 の 化 学 合成 プ ロ セ ス か

ら、環境 負荷 の小 さ い バ イ オ プ ロ セ ス へ の 変 換 が 重 要 視 さ れ て い る。本研

究 の 目 的は NAD 還元 型 ヒ ド ロ ゲナ ーゼ を も つ 水 素 酸 化 細 菌 R α‘蜘 漉

eittroph ，aを宿土 とする水 素利 用微生物触媒 を 開発 し、その 反 応 特 件 を解析 す

る こ とで ある。

【方法 と結甼】Kkt
）
z．erem

）
，t．，es　lactii　M 来の NADII 依 存：型 アル コ …ル 脱 水 票 酵

素 〔KLB 〕遺伝子 をヒ ドロ ゲ ナーゼプ ロ モ ーター制御 1・
．
に グラム 陰 性 菌用

広宿主 域 ベ クターに 連結 し、R．齠 砂 肱 U16 株に 導人 して 形 質転換体 を作

製 した。NAD 還元 型 ヒ ドロ ゲ ナ
ー

ゼ とKLB の 発現 を誘 導 した 形 質転 換 体 を

微生物触媒、KLB 反応の 甚質を ヒ ドロ キ シ ア セ トン と して 、水 素 ガ ス 存在

ドに お ける（R 〕
−1，2−pr

．
opanediDl へ の 変換 をモ デル 夊 応 と しナ・　また ．非 水

系反応場 に お ける 疎水性基質の 微生物変換 へ の 通 用 を 検討 す るた め ．本 菌

の 有機溶媒而亅佳に つ い て 調べ た。菌体 へ の 影響が 少な か っ た デカ ン 等 を 用

い た 水侑 機溶媒
．
：相系で の 変換反応を試 み た とこ ろ 、水系で の 反応 と同 程

度 の レ ベ ル で 反応が 進行 した 。
な お 、本研究は 経済産業省の 産業科学 技術プ ロ ジ ＝ク ト 「微生 物機 能を活

用 した 高 度 製 造 基 盤技 術開発」 の
一

環 と して 行 われた．
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